
2017.03.01 北海道新聞



国鉄分割民営化・JR30 年を検証する４．１札幌集会 
 

 

JR は 4 月 1 日、1987 年の発足からかぞえ 30年の記念日を迎えます。 

しかし、人間で云えば成人し、成熟へと向かう年齢の JR 北海道はいま、成熟とは真逆に断末魔の叫び

を上げ、公共交通の要としての役割を放棄しようとしています。 

道内路線の半分以上にもなる 13 線区を「維持困難」とする JR 北海道の「経営危機」の原因は何か？ 

30 年前「分割民営化で元気になります」「ローカル線もなくなりません」とした国の責任は？「設立委員」

として JR発足に関与してきた道知事と北海道に求められるものは？ 

道内路線すべての存続、運休が続く日高線の 1日も早い運行再開を強く求める立場から考えます。 

 

10:00 開会  司会 俵 正好  
 
主催者あいさつ 黒澤 幸一 道労連議長 
 
報告 

① ＪＲの現場労組から 建交労全国鉄道本部書記長 下山 信好さん 
 

② 国会から     日本共産党衆議院議員     畠山 和也さん 
 
  

③  高校生の通学  北海道高等学校教職員組合夕張高校分会 山田守成さん 
 

各 15～20 分 
 
11:00 
フロア発言   地域から、医療･福祉の現場から、「物流」について、 
 
 
 
 
 
アピール提案・行動提起  小室正範（「明るい革新道政をつくる会」事務局長） 
 
11:50 閉会  閉会あいさつ 宮内 聡（「明るい革新道政をつくる会」） 
 
＊終了後 12:00～ JR 札幌駅で「北の鉄路を守ろう」メッセージ宣伝を行います     



【アピール案】  

いのちとくらし、北の大地をつなぐ道民の足、 

北の鉄路を守ろう！ 
道民のみなさん 

ＪＲは今日、1987 年 4 月 1 日の発足から数えて 30年目を迎えました。豊かな自然条件を生かした北海

道の未来と結びついて走り続ける鉄道は、私たち道民と地域の宝です。 

しかし、人間で云えば成人し、成熟へと向かう年齢となったＪＲ北海道はいま、成熟とは真逆の道を

進み、公共交通の要としての役割を放棄しようとしています。 

ＪＲ北海道問題は、これからの北海道をどうするのかという問題と一体です。困難に直面しながら住

民がくらし続けられる町づくりを続けている自治体、地域のがんばりや日本の食料基地としての北海道

の役割、広大な大地と豊かな観光資源、自然条件を生かした北海道の未来と結びついて走り続ける地域

鉄道網の存続と災害線区の 1日も早い運行再開へ、力をあわせましょう。 
 

みなさん 

昨年 11 月 18 日、ＪＲ北海道は石北線、日高線、宗谷線、釧網線などを含む道内 10路線 13 区間を「Ｊ

Ｒ単独では維持困難」と発表しました。 

「赤字の鉄道はなくなっても仕方ない」、果たしてそうでしょうか？ 

そんなことはありません。2011 年の東日本大震災では、東北を横断するローカル線が震災の直撃を受

けた太平洋岸の地域への燃料・物資輸送の命綱となりました。2000 年の有珠山噴火や今年 2月の貨物列

車脱線事故の時にも、室蘭線に代わり迂回する函館本線「山線」が、本州・函館と札幌を結び、物流・

移動を確保しました。世界では「鉄道復権」が言われ、成熟した豊かな社会、地域をつくる「公共財」

として鉄道の整備が進んでいます。かつて高度成長を支えた大量輸送とスピード、定時性などの特性だ

けでなく、広い車内空間を持ち、安全性、快適性、環境適合性を備えた鉄道は成熟した豊かな社会に欠

かせない交通機関です。観光客をふくめ地理に不案内な人、病気や障がいを持つ人、女性や子どもたち、

忙しいビジネスマンや学生の移動にも優しい移動手段です。そして、農産物をはじめとする物流のため

にも、災害のときにも「いのち」にかかわる役割を担います。 
 

みなさん 

ＪＲ北海道の経営危機 は「人口減」や経済変動の結果ではありません。いま問われているのは私たち

が将来にわたって「どのようにくらしたいか」というくらしの問題であり、「文化」「教育」「産業」

「環境」など、地域と北海道、道民すべての未来の問題です。 

安倍政権はＪＲ東海のリニア新幹線に「未来への投資」として公的資金３兆円を投入と発表していま

すが、必要なのは国土と人命を未完の技術の実験台とし、環境への甚大な影響も懸念されるリニアへの

「投資」よりも美しい日本の山河のなかに溶けこんで、安全に走り続ける「公共財」としての鉄道です。 

30 年前「分割民営化で元気になります」「ローカル線もなくなりません」とした政府や政治の責任も

明らかです。また、この問題に対する道政の役割も重大です。求められているのは 

（１） ＪＲ北海道が 10 路線 13区間の「単独維持困難」路線「見直し」の提案を撤回するとともに、ま

ずは運休が続く日高線や根室線の 1日も早い運転再開に向け復旧工事を開始すること。 

（２） 地域の動脈として安全な公共交通を確保する視点から必要な設備投資も行い、昨年来のダイヤ改

正での通学列車「減便」を見直すなど、地域住民の足の維持、利便向上をはかること。 

（３） 「国鉄分割・民営化」30年を検証し、国が北海道の鉄道路線を守る責任を果たすこと―です。 

道民すべての声をあつめ、北の鉄路を守りましょう。 

2017 年 4月 1日 

国鉄分割・民営化＝ＪＲ30 年を検証する 4/1 札幌集会 



高校生の通学と JR 問題 
2017 年 4 月 1 日 北海道高等学校教職員組合連合会 

 
１． 各校（分会）の回答から 

 
北海道の鉄道は地域でのくらしに欠かせない公共交通の要の役割を果たし、日本国憲法が保障する生

存権（25 条）、幸福追求権（13 条）、居住・移転の自由（22 条）、教育権（26 条）などの人権を保障す

るものです。JR 問題は高校生の学習権保障にもかかわる大きな問題です。 
ＪＲの「事業範囲見直し」提案をふまえて、道高教組は全道の分会（高校）でアンケート調査をすす

めています。回答は未だ 10 数校ですが,「ダイヤ改正により,学校が始業時間を早めなければなくなった」

（北見商業）など、影響は小さくありません。 

たとえば、ＪＲ北海道は去年３月のダイヤ改正において、「新幹線」の開業を大々的にアピールする一

方、駅の無人化・廃止に加え、79 本も普通列車を減便させ、特急列車割引切符の廃止などを次々に実施

して利用者の利便を低下させています。 
「生徒の下校時間は３時半なのに小樽行きの上り列車は６時までなくなった。そして、部活などでこ

れを逃がすと９時半まで待たなければならなくなる」（ニセコ高校）など、各地の高校で利便低下に悲鳴

が広がり、ＮＨＫ北海道スペシャルに登場した日高の高校生・菊地龍之介君はＪＲ運休による代替バス

通学のため「毎朝５時半に家を出る」と報じられました。 
「当面赤字」が見込まれる新幹線の穴埋めのために、道民の足であるローカル線の安全や利便を後退

させるやり方は看過できず、そこに北海道の未来はありません。「部活終了後に旭川に帰る列車が去年、

今年のダイヤ改正で遅くなり、19:47 に。旭川着は 9 時になる」（宗谷線・剣淵高校）や、「去年の北海道



新幹線開業で JR 海峡線から３セク「道南いさり火鉄道」に変わり、通学定期代が急騰。「函館→上磯」

の定期代は月額 6110 円→8000 円。「3 か月定期」だと 1 万 7420 円が 2 万 2800 円。「半年」定期だと 3
万 3030 円が 4 万 3530 円となった」「町が通学費補助をしているけれど、それも『激変緩和』に過ぎず、

平成 30 年以後は分からない」（上磯高校）などの実態があります。 
 

２． 分割民営化・ローカル線廃止と高騰する通学費   （1992 年、道国鉄共闘会議調） 

 
30 年前の国鉄分割民営化後のロ

ーカル線廃止による高校生の通学定

期代負担の高騰は、民営化の 5 年後

（1992 年）に道国鉄共闘会議がまと

めた調査で右の表に見るとおりです。 
国鉄名寄本線の廃止（1989 年）に

ともない、中湧別から遠軽高校に通

う生徒の通学定期代は「月6570円」

が 5 年後の平成 5 年に 1 万 6000 円

余になりましたが、現在は 2 万 520
円となっています。補助なし(遠軽高

校、北紋バス・北見バス）。 
同じく「民営化の年（1987 年）の

国鉄瀬棚線廃止により、今金駅から

丹羽の定期代は「月 3500円」が 7920
円となり、現在は 8440 円に。瀬棚、

大成からだと 3 万円越える生徒も。

せたな町が半額補助。（檜山北高校）

などの実態があります。 
 

道教委は「全日制 225 校中 167 校

で高校生が JR を利用（利用率７

４％）、日高線 1 学年 495 人中 76 人

利用（2014 年運航時の 1 年制利用

数）。代行バス利用 76 人 保護者送

迎 2 人」としています。 
高校生の通学の足として鉄道の役

割は大きく、「バス転換」の負担は重

大。鉄路維持を求めます。 







いのちとくらし、北の大地をつなぐ地域の動脈 

｢守れ! 北の鉄路｣メッセージ 

 

北海道知事   高橋はるみ様 

JR北海道社長  島田 修 様 

内閣総理大臣  安倍 晋三様 

  

昨年 11月 18日、ＪＲ北海道は石北本線、日

高線、宗谷線、釧網線などを含む道内 13 の鉄

道路線について「ＪＲ単独では維持困難」と発

表しました。 

困難に直面しながらも、住民がくらし続けら

れる地域を守るために続けられている自治体

の努力や、日本の食料基地としての北海道の役

割、広大な大地と豊かな観光資源、通院、通学、

生活の足としての地域での役割を考えたとき、

道民にとってあまりに重大な発表です。 

豊かな自然条件を生かした北海道の未来と結びついて走り続ける地域鉄道は北海道と地

域の宝です。「分割民営化で元気になります」「ローカル線もなくなりません」とした国も責

任を免れません。全ての鉄路の存続、運休が続く日高線の 1日も早い運行再開を求めます。 

 

記入日    月 日  

氏 名  

住 所  

私のひとこと 

 

  

国鉄分割民営化･JR30年を検証する札幌集会 
連絡先 北海道労働組合総連合（道労連） 札幌市白石区菊水 5 条 1 丁目４-５  TEL０１１-８１５-８１８１ 


